
予防接種実施規則の一部を改正する省令案について（概要） 

 

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部予防接種課 

 

１．改正の趣旨  

○ 新型コロナウイルス感染症に係る定期の予防接種（以下「新型コロナ定期接種」という。）

について、使用するワクチンや当該ワクチンの用法等を変更するため、予防接種実施規則

（昭和 33 年厚生省令第 27 号）について、所要の改正を行うもの。 

 

２．改正の概要 

○ 新型コロナ定期接種は、以下のいずれかの方法で行うものとする。 

・ コロナウイルス（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）ＲＮＡワクチン（令和６年５月 29 日に医

薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和 35 年法律第

145 号）第 14 条第１項の承認を受けたものであって、ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２オミクロン

株ＸＦＧに対する抗原を含むワクチンに限る。）を充填済シリンジにより一回筋肉内に

注射するものとし、接種量は、0.3 ミリリットルとする方法 

 ・ 組換えコロナウイルス（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）ワクチン（令和６年９月５日に同項

の承認を受けたものであって、ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２オミクロン株ＸＦＧに対する抗原

を含むワクチンに限る。）を一回筋肉内に注射するものとし、接種量は、0.5 ミリリット

ルとする方法 

 ・ コロナウイルス（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）ＲＮＡワクチン（令和７年８月 28 日に同

項の承認を受けたものであって、ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２オミクロン株ＮＢ．１．８．１

に対する抗原を含むワクチンに限る。）を一回筋肉内に注射するものとし、接種量は、

0.5 ミリリットルとする方法 

 ・ コロナウイルス（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）ＲＮＡワクチン（令和８年５月 18 日に同

項の承認を受けたものであって、ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２オミクロン株ＸＦＧに対する抗

原を含むワクチンに限る。）を充填済シリンジにより一回筋肉内に注射するものとし、

接種量は、0.2 ミリリットルとする方法 

 ・ コロナウイルス（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）ＲＮＡワクチン（令和８年５月 18 日に同

項の承認を受けたものであって、ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２オミクロン株ＮＢ．１．８．１

に対する抗原を含むワクチンに限る。）を一回筋肉内に注射するものとし、接種量は、

0.6 ミリリットルとする方法 

 

３．根拠条項 

〇 予防接種法（昭和 23 年法律第 68 号）第 11 条 

 

４．施行期日等 

○ 公 布 日：令和８年９月下旬（予定） 

○ 施行期日：令和８年 10 月１日 


